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様々な組合や、その構成員である組合員企業が、自らの持つ強みや特性を活かしつつ、他の組合や組合員と連携して、
新しい技術、製品、マーケティング、サービス開拓等の事業を行うことより生じるメリットは多種多様である。
県内の組合にあっては、組合員の減少や共同事業の沈滞など、課題が山積し、容易に打開策が見出せず、大変厳しい運

営状態が続いている。この沈滞傾向を払拭するためには、異業種や同業種の組合との連携により、異なる視点での事業範
囲の拡大等を模索し、停滞している組合事業の活性化や組合員事業の発展及び地域の活性化等、新たな共同事業の構築を
行う必要がある。
そこで本調査事業では、組合間における連携の取り組み実態や課題等を把握し、成功要因等の分析を行った。
特集では、その調査結果を基に、組合間連携を進める上での課題への対応や連携を進める際のポイントについて紹介する。

特集
地域産業実態調査にみる

組合間の連携強化の模索について

１.  

組
合
間
の
連
携
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要

組
合
間
連
携
の
取
り
組
み
状
況
を
中
心
に
、そ

の
実
態
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

対
象
は
、本
会
会
員
組
合
八
九
三
組
合
、平
成

二
四
年
一
一
月
に
郵
送
に
よ
り
調
査
。三
六
八
件

か
ら
回
答
を
得
た
。（
回
答
率
四
一.

二
％
）

（
1
）組
合
の
概
要
等

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
先
組
合
の
業
種
割
合
は

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
が
二
二.

三
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
製
造
業
」
が
二
一.

五
％
、「
建
設
業
」
が

一
七.

七
％
と
な
っ
た
。（
図
表
①-

1
）

組
合
員（
構
成
員
）数
は「
一
一
〜
三
〇
社（
人
）」

が
三
〇.

四
％
と
最
も
多
く
、「
五
〜
一
〇
社
（
人
）」

が
一
九.

六
％
で
続
い
た
。
三
〇
社
（
人
）
以
下

の
組
合
は
、
合
計
で
六
〇.

一
％
と
な
り
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。（
図
表
①-

2
）

ま
た
、
組
合
の
創
業
年
数
（
業
歴
）
を
み
て
み

る
と
、「
三
〇
年
以
上
」
が
五
七.

三
％
と
最
も
多

く
、「
一
〇
年
〜
三
〇
年
未
満
」
が
三
〇.

七
％
で

続
い
た
。（
図
表
①-

3
）

図表①‐1 組合員の主な業種

図表①‐3 創業年数（業歴） 図表①‐2 組合員（構成員）数 
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22.3 
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4.3 

4.3 

17.7 

21.5 
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無回答 

複数業種 

サービス業 

小売業 

卸売業 

運送業 

建設業 

製造業 

2.2 

1.1 

3.0

30.7 

57.3 

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

無回答

1年未満

1年～5年
未満

5年～10年
未満 5.7

10年～30年
未満

30年以上

1.4 

13.9 

11.1 

13.6 

30.4 

19.6 

10.1 

0 5 10 15 20 25 30 35（％）

無回答

100社（人）超

51～100社（人）
以下

31～50社（人）
以下

11～30社（人）
以下

5～10社（人）
以下

4社（人）以下
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（
2
）組
合
間
連
携
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

①�

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
共
同
事
業
で
連
携
し
た

（
現
在
連
携
中
も
含
む
）
外
部
機
関
等

共
同
事
業
の
実
施
に
お
い
て
、
現
在
連
携
し
て

い
る
先
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
連
携
し
た
外
部

機
関
等
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
静
岡
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
」
が
四
四.

三
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
他
の
組
合
お
よ
び
組
合
員
」
が

二
一.

五
％
、「
商
工
会
議
所
等
の
支
援
機
関
」
が

二
〇.

四
％
と
な
っ
た
。
一
方
、「
連
携
し
た
こ
と

は
な
い
」
も
三
七.

二
％
と
、
全
体
の
三
分
の
一

を
超
え
て
い
る
。（
図
表
②
）

②�

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
組
合
間
連
携
の
相
手

先
に
つ
い
て

①
で
「
他
の
組
合
お
よ
び
組
合
員
」
を
選
ん
だ

回
答
先
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
組

合
間
連
携
の
相
手
先
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
同

業
種
の
組
合
又
は
そ
の
組
合
員
等
」
が
七
〇.

九
％

と
最
も
多
く
、「
他
業
種
の
組
合
又
は
そ
の
組
合

員
等
」
が
一
九.

〇
％
、「
事
業
・
取
引
等
で
関
係

す
る
組
合
又
は
そ
の
組
合
員
」
が
一
六.

五
％
、「
連

合
会
・
社
団
法
人
等
の
上
部
団
体
傘
下
の
組
合
又

は
そ
の
組
合
員
等
」が
一
五.

二
％
で
続
い
た
。（
図

表
③
）

③�

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
組
合
間
連
携
の
事
業

内
容

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
組
合
間
連
携
の
事

業
内
容
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
参
加
」
が

三
八.

〇
％
で
約
四
割
と
な
り
、「
宣
伝
」
が

二
四.

一
％
で
続
い
た
。
次
い
で
、「
人
材
育
成
」
と

「
交
流
会
の
開
催
」
が
二
二.

八
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
代
替
生
産
・
資
材
提
供
等
）」
に
つ

い
て
は
、
一.

三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。（
図
表
④
）

図表② 連携した外部機関等（複数回答）

図表③ 組合連携の相手先（複数回答）

図表④ 組合間連携の事業内容（複数回答）
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2.4 

37.2 

3.5 

3.8 

5.7 

13.6 

20.4 

21.5 

44.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50（%）

無回答

その他

連携したことはない

静岡県産業振興財団

試験研究機関

大学等の教育機関

連合会、社団法人等の上部団体

商工会議所等の支援機関

他の組合および、組合員

静岡県中小企業団体中央会

2.5 

1.3 

5.1 

6.3 

15.2 

16.5 

19.0  

70.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

無回答

その他

任意組織・NPO法人等

農協・漁協・森林・生協等又はその組合員

連合会・社団法人等の上部団体傘下の
組合又はその組合員等

事業・取引等で関係する組合又はその組合員

他業種の組合又はその組合員等

同業種の組合又はその組合員等

1.3 

11.4 

1.3 1.3 1.3 2.5 3.8 5.1 6.3 6.3 7.6 8.9 8.9 8.9 8.9 
12.7 13.9 13.9 

19.0  
22.8 22.8 

24.1 

38.0

0 
5 

10 
15 
20 
25 
30 
35 
40 
（％）

 

 

 

無
回
答

そ
の
他

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

（
代
替
生
産
・
資
材
提
供
等
）

海
外
へ
の
販
売

募
集
・
採
用

環
境
経
営
へ
の
対
応

新
し
い
商
品
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

集
荷
・
配
送

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

施
設
・
設
備
等
の
相
互
利
用

新
年
会
等
の
主
催
・
共
催

地
域
振
興

事
務
の
代
行

生
産
・
加
工

市
場
開
拓
・
販
売
促
進

共
同
受
注

共
同
購
入

販
売
（
主
に
国
内
）

交
流
会
の
開
催

人
材
育
成

宣
伝

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
参
加
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こ
れ
を
主
な
業
種
ご
と
に
み
て
み
る
と
、
運
送

業
を
除
く
業
種
で
「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
参
加
」

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
建

設
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
「
人
材
育
成
」、
運
送

業
で
は
「
共
同
購
入
」、小
売
業
で
は
「
販
売
（
主

に
国
内
）」、
複
数
業
種
で
は
「
交
流
会
の
開
催
」

な
ど
の
割
合
が
高
い
。（
図
表
⑤
）

イベントの
開催・参加 宣伝 人材育成 交流会の

開催
販売

（主に国内） 共同購入 共同受注 市場開拓・
販売促進

製造業 55.6 22.2 11.1  0.0 11.1  0.0  0.0 11.1 

建設業 33.3 20.0 46.7 13.3 20.0  6.7 26.7  0.0 

運送業  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 60.0 20.0  0.0 

卸売業 50.0 50.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 

小売業 42.9 28.6  0.0 14.3 42.9 28.6 28.6 57.1 

サービス業 45.5 27.3 40.9 36.4  9.1  9.1 13.6  0.0 

複数業種 28.6 28.6  7.1 35.7 21.4 14.3  0.0 28.6  

（単位：％）

⑤
組
合
間
連
携
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題

組
合
間
連
携
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題

で
は
、「
取
り
組
み
に
対
す
る
温
度
差
」
が

二
六.

六
％
と
最
も
多
く
、「
信
頼
関
係
の
構
築
」

が
二
四.

一
％
で
続
い
た
。
一
方
、「
特
に
課
題
は

な
い
」
も
二
七.

八
％
で
あ
っ
た
。

な
お
、「
特
に
課
題
は
な
い
」
と
し
た
二
二
組

合
を
除
く
五
七
組
合
に
お
い
て
、
平
均
二.

七
個

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
図
表
⑥
）

⑥�

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
組
合
間
連
携
で
得
ら

れ
た
成
果

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
組
合
間
連
携
で
得
ら
れ

た
成
果
に
つ
い
て
は
、「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

が
三
一.

六
％
で
最
も
多
く
、「
業
界
・
経
済
等
の

情
報
交
換
の
促
進
」
が
二
五.

三
％
、「
人
材
育
成

の
充
実
・
強
化
」
が
二
四.

一
％
で
続
い
た
。（
図

表
⑦
）

図表⑤ 組合間連携の事業内容（業種別）

図表⑥ 組合間連携の課題（複数回答）

図表⑦ 組合間連携で得られた成果（複数回答）

6.3 

27.8 

5.1 

6.3 

7.6 

11.4 

15.2 

15.2 

17.7 

19.0  

24.1 

26.6 

0 5 10 15 20 25 30（％）

その他 

特に課題はない 

連携相手の倒産・廃業の不安 

開発力・技術力の格差 

経費負担・成果配分ルールの未整備 

意思疎通の不足 

リーダー・調整役の不在 

事業規模の格差 

経営方針・理念の相違 

連携事業に要する資金の確保 

信頼関係の構築 

取り組みに対する温度差 

11.4 
7.6 

1.3 2.5 3.8 5.1 5.1 6.3 7.6 7.6 8.9 
12.7 13.9 13.9 

16.5 16.5 

24.1 25.3 

31.6 

0 
5 
10 
15 
20 
25 
30 
35 
（％）

無
回
答

そ
の
他

特
許
や
知
的
財
産
の
活
用

既
存
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
品
質
向
上

資
金
繰
り
の
安
定

国
等
の
支
援
策
の
活
用

新
し
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
開
発

後
継
者
の
確
保
・
養
成

災
害
発
生
時
の
支
援
体
制
等
の
確
立

新
し
い
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

新
し
い
市
場
・
取
引
先
の
開
拓

円
滑
な
事
業
承
継

施
設
・
設
備
等
の
有
効
活
用

技
術
の
開
発
・
活
用

経
費
・
コ
ス
ト
の
削
減

販
売
・
受
注
の
増
加

人
材
育
成
の
充
実
・
強
化

業
界
・
経
済
等
の
情
報
交
換
の
促
進

地
域
社
会
へ
の
貢
献
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相手先候補が
連携した組合
しかなかった
から

同じ組合同士
であり、民間
企業より協力
が得られそう
だから

組合員数が多
く、幅広に協
力が得られそ
うだから

中央会などの
支援機関の情
報提供や経済
面などの支援
がさらに受け
やすそうだか
ら

同業種の組合
であり、事業
終了後も情報
交 換 な ど の
パートナーと
して期待でき
るから

外部の支援機
関などから紹
介されたため

製造業 33.3 11.1 11.1 11.1 55.6 22.2

建設業  0.0 66.7 33.3 26.7 66.7  6.7

運送業 20.0 40.0 40.0  0.0  0.0  0.0

卸売業  0.0 50.0  0.0  0.0  0.0  0.0

小売業  0.0 57.1  0.0 42.9 85.7  0.0

サービス業  9.1 22.7 18.2  9.1 27.3  9.1

複数業種  7.1 14.3  7.1 28.6 42.9 14.3

（単位：％）

⑦�

連
携
先
に
組
合
（
ま
た
は
傘
下
組
合
員
）
を
選

ん
だ
理
由

連
携
先
に
組
合
ま
た
は
、
傘
下
の
組
合
員
を
選

ん
だ
理
由
と
し
て
、「
同
業
種
の
組
合
で
あ
り
、

事
業
終
了
後
も
情
報
交
換
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
期
待
で
き
る
か
ら
」
が
四
三.

〇
％
、「
同
じ

組
合
同
士
で
あ
り
、
民
間
企
業
よ
り
協
力
が
得
ら

れ
そ
う
だ
か
ら
」
が
三
四.

二
％
と
な
り
、
組
合

と
い
う
同
じ
組
織
形
態
を
理
由
に
挙
げ
る
組
合
が

多
い
。（
図
表
⑧
）

ま
た
、
主
な
業
種
ご
と
に
連
携
先
と
し
て
組
合

を
選
ん
だ
理
由
を
み
る
と
、
建
設
業
で
は
、「
同

じ
組
合
同
士
で
あ
り
、
民
間
企
業
よ
り
協
力
が
得

ら
れ
そ
う
だ
か
ら
」
や
、「
同
業
種
の
組
合
で
あ

り
、
事
業
終
了
後
も
情
報
交
換
な
ど
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る
か
ら
」
が
と
も
に
六
割

を
超
え
、
小
売
業
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
五
七.

一
％
、

八
五.

七
％
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
業
種
と
比
較

し
て
、
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。（
図
表
⑨
）

⑧�

共
同
事
業
の
う
ち
、
と
く
に
組
合
間
連
携
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
理
由

共
同
事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
と
く
に
組
合

間
連
携
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
理
由
に
つ
い

て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
組
合
間
連
携
を
す
る
必

要
性
が
な
か
っ
た
か
ら
」
が
五
二.

二
％
と
過
半

数
を
超
え
、
最
も
多
か
っ
た
。
続
い
て
「
連
携
相

手
と
出
会
う
場
・
機
会
が
な
い
」
が
一
九.

〇
％
、

「
連
携
に
取
り
組
む
時
間
が
な
い
」
が
一
〇.

七
％

と
な
っ
た
。（
図
表
⑩
）

図表⑨ 組合を選んだ理由（業種別）

図表⑧ 組合を選んだ理由（複数回答）

図表⑩ 組合間連携に取り組んだことがない理由（複数回答）

11.4 

8.9 

8.9 

8.9 

16.5 

17.7 

34.2 

43.0  

0 10 20 30 40 50（％）

無回答

その他

外部の支援機関などから紹介されたため

相手先候補が連携した組合しかなかったから

組合員数が多く、幅広に協力が得られそうだから

中央会などの支援機関の情報提供や
経済面などの支援がさらに受けやすそうだから

同じ組合同士であり、民間企業より協力が得られそうだから

同業種の組合であり、事業終了後も
情報交換などのパートナーとして期待できるから

18.7 

4.5 

52.2 

0.7 

3.1 

3.5 

9.0  

9.3 

9.7 

10.7 

19.0  

0 10 20 30 40 50 60
（％）

無回答

その他

組合間連携をする必要性がなかったから

内部のノウハウを知られたくない

連携相手とのトラブルリスク

連携相手との関係維持が困難

組合員の参加・理解が得られない

成果が期待できない

リーダー、コーディネーター等の不足

連携に取り組む時間がない

連携相手と出会う場・機会がない
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（
3
）�今
後
の
組
合
間
連
携
（
共
同
事
業

を
含
む
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑨�

今
後
、
組
合
で
取
り
組
む
予
定
、
ま
た
は
取
り

組
み
た
い
共
同
事
業

今
後
、
組
合
で
取
り
組
む
予
定
、
ま
た
は
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
共
同
事
業
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
情
報
提
供
」
が
二
三.

九
％
で
最
も
多

く
、「
市
場
開
拓
・
販
売
促
進
」
一
九.

六
％
、「
共

同
受
注
」
が
一
六.
三
％
で
続
い
た
。

ま
た
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
代
替
生
産
・
資
材

提
供
等
）」
が
四.

六
％
と
い
っ
た
供
給
体
制
の
整

備
な
ど
災
害
へ
の
対
策
や
、「
海
外
へ
の
販
売
」

一.

九
％
、「
海
外
進
出
（
製
造
・
加
工
拠
点
）」

一.

九
％
と
い
っ
た
海
外
展
開
の
動
き
も
少
数
な

が
ら
み
ら
れ
る
。

一
方
で
、「
取
り
組
む
予
定
は
な
い
」
が
二
七.

二
％

と
な
っ
た
。（
図
表
⑪
）

⑩�

組
合
間
連
携
で
取
り
組
む
予
定
、
ま
た
は
取
り

組
み
た
い
事
業

前
問
で
回
答
し
た
項
目
の
う
ち
、
組
合
間
連
携

で
取
り
組
む
予
定
、
ま
た
は
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、「
市

場
開
拓
・
販
売
促
進
」
が
八.

五
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
情
報
提
供
」
が
七.

六
％
、「
共
同
受
注
」

と
「
宣
伝
」
が
と
も
に
六.

四
％
と
続
い
た
。

上
位
の
理
由
は
、
共
同
事
業
で
取
り
組
み
た
い

と
し
て
い
る
回
答
理
由
に
類
似
し
て
お
り
、
組
合

間
連
携
も
一
定
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

え
る
。（
図
表
⑫
）

⑪�

組
合
間
連
携
に
取
り
組
む
上
で
、
中
央
会
に
期

待
す
る
役
割

組
合
間
連
携
に
取
り
組
む
上
で
、
中
央
会
に
期

待
す
る
役
割
と
し
て
、「
効
果
的
な
支
援
策
の
提

案
」
が
三
七.

五
％
と
三
割
を
超
え
、「
連
携
相
手

の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
」
が
二
五.

三
％
、「
交
流
会
・

懇
談
会
等
の
開
催
」
が
二
一.

七
％
で
続
い
て
い

る
。（
図
表
⑬
）

図表⑪ 今後取り組む共同事業

図表⑫ 今後組合間連携で取り組む共同事業

図表⑬ 中央会に期待する役割（複数回答）
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外
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ど
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加
工

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
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研
究
開
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そ
の
他

福
利
厚
生

共
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生
産
・
加
工

外
国
人
研
修
生
受
入

海
外
へ
の
販
売

集
荷
・
配
送

海
外
進
出
（
製
造
・
加
工
拠
点
）

処
理
（
残
土
・
廃
棄
物
な
ど
）

事
務
代
行

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
代
替
生
産
・
資
材
提
供
等
）

施
設
の
維
持
・
管
理

共
同
購
入

人
材
育
成

研
究
開
発

販
売
（
主
に
国
内
）

宣
伝

共
同
受
注

情
報
提
供

市
場
開
拓
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販
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促
進

3.5 
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15.5 
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その他 

金融機関の紹介 

HPによるイベント・組合産品の情報の受発信 

情報誌によるイベント・組合産品・技術等の情報提供 

情報誌による連携に関する情報提供 

HPによる連携に関する情報の受発信 

連携準備・継続期間中の仲介・指導 

交流会・懇談会等の開催 

連携相手の紹介・あっせん 

効果的な支援策の提案 
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２.�

組
合
間
連
携
に
お
け
る
事
業
展

開
・
活
動
の
方
向
性

（
1
）高
ま
る
組
合
間
連
携
の
必
要
性

人
口
減
少
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
新
興
国
の
台
頭
に
よ
る

企
業
の
競
争
力
低
下
、
生
産
拠
点
の
海
外
進
出
の

加
速
に
よ
る
空
洞
化
な
ど
、
組
合
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
組
織

自
体
も
、
組
合
員
数
の
減
少
や
後
継
者
問
題
な
ど

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
必

ず
し
も
経
営
資
源
が
豊
富
と
は
言
え
な
い
組
合
に

と
っ
て
、
他
組
織
と
の
連
携
を
図
り
、
他
機
関
が

持
つ
経
営
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
く

な
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
組
合
間
連
携
は
、
行
政
や
商
工
会
議

所
な
ど
の
他
の
支
援
機
関
と
の
連
携
と
比
べ
、
期

待
が
高
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
て
も
、
連
携

先
に
組
合
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、「
同
業
種
の

組
合
で
あ
り
、
事
業
終
了
後
も
情
報
交
換
な
ど
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る
か
ら
（
四
三.

〇
％
）、「
同
じ
組
合
同
士
で
あ
り
、
民
間
企
業
よ

り
協
力
が
得
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
」（
三
四.

二
％
）

と
の
回
答
が
多
く
、
連
携
が
成
功
す
る
期
待
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
2
）多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
組
合
間
連
携

組
合
間
連
携
の
事
業
は
、
組
合
の
種
類
、
目
的

な
ど
に
応
じ
、多
種
多
様
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
農
商
工
連
携
や
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン

ド
化
等
と
い
っ
た
分
野
で
見
ら
れ
る
ほ
か
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、「
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
・
参
加
」（
三
八.

〇
％
）、「
宣
伝
」（
二
四.

一
％
）

と
い
っ
た
内
容
の
も
の
か
ら
、販
売
や
共
同
購
入
、

集
荷
・
配
送
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
渡
っ
て

展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
れ
ら
の
活
動
は
、

「
販
売
・
受
注
の
増
加
」（
一
六.

五
％
）、「
経
費
・

コ
ス
ト
の
削
減
」（
一
六.

五
％
）、「
技
術
の
開
発
・

活
用
」（
一
三.

九
％
）
と
い
っ
た
成
果
を
生
み
出

し
て
い
る
。

ま
た
、
少
数
な
が
ら
も
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
代

替
生
産
・
資
材
提
供
等
）」
や
「
海
外
へ
の
販
売
」

な
ど
と
い
っ
た
、
今
後
、
組
合
が
対
応
を
迫
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
先
駆
的
な
課
題
に
対
し
て
も
組
合
間

連
携
で
取
り
組
む
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

（
3
）�組
合
と
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
を

与
え
る
組
合
間
連
携

多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
組
合
間
連
携
は
、

組
合
自
身
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化

等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
果
実
を
も
た
ら
す
。

ま
ず
、
組
合
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の

五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①�

新
し
い
連
携
事
業
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
取
り
組
み
は
、
人
材
の
育
成
と
組
織

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

②�

現
在
保
有
す
る
経
営
資
源
や
地
域
資
源
等
の
見

直
し
に
つ
な
が
る
新
し
い
視
点
を
提
供
で
き
る
。

③�

新
た
な
経
営
資
源
（
新
技
術
・
新
製
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
）
の
創
造
に
つ
な
が
る
。

④�

新
た
な
市
場
の
獲
得
や
顧
客
の
囲
い
込
み
が
で

き
る
。

⑤�

①
〜
④
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
収
益
力
向
上
に

つ
な
が
る
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
産
品

を
使
用
し
た
商
品
を
開
発
し
販
売
す
る
こ
と
で
、

知
名
度
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
例
な
ど
が
あ
り
、

組
合
の
連
携
活
動
は
、
活
動
の
す
そ
野
が
広
く
、

地
域
全
体
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
。

（
4
）組
合
間
連
携
を
進
め
る
上
で
の
課
題

①
組
合
間
連
携
を
進
め
て
い
る
組
合
に
対
し
て

組
合
間
連
携
を
進
め
る
上
で
の
課
題
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
取
り
組
み
に
対
す
る

温
度
差
」
が
二
六.

六
％
で
最
も
多
く
、「
信
頼
関

係
の
構
築
」
が
二
四.

一
％
、「
連
携
事
業
に
要
す

る
資
金
の
確
保
」
が
一
九.

〇
％
、「
経
営
方
針
・

理
念
の
相
違
」
が
一
七.

七
％
で
続
い
て
い
る
。

関
係
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
事
業
に
対
す

る
姿
勢
や
考
え
方
は
異
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

ど
の
よ
う
に
事
業
目
的
や
狙
い
に
つ
い
て
認
識
の

共
有
化
を
図
る
か
と
と
も
に
、
関
係
団
体
の
経
営

方
針
や
理
念
が
異
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
関
係
者

の
信
頼
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
重
要

と
な
る
。

次
に
、「
リ
ー
ダ
ー
・
調
整
役
の
不
在
」
が

一
五.

二
％
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
連

携
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
ら
の
組
合
の
協
力

を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
く
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
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も
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
連
携
事
業
は
、
関
係

者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
成
果
や
調
整
業
務
が

多
く
な
る
だ
け
に
、
結
果
を
出
す
た
め
に
も
リ
ー

ダ
ー
・
調
整
役
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
意
思
疎
通
の
不
足
」（
一
一.

四
％
）

や
「
経
費
負
担
・
成
果
配
分
ル
ー
ル
の
未
整
備
」

（
七.
六
％
）
と
い
っ
た
点
は
、
組
合
間
連
携
だ
か

ら
と
い
っ
た
課
題
で
は
な
く
、
一
般
的
に
事
業
を

共
同
で
行
う
上
で
も
起
こ
る
課
題
で
あ
り
、
組
織

と
し
て
の
体
制
や
担
当
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い

点
で
あ
る
。

②�

組
合
間
連
携
を
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
組
合
に

対
し
て

こ
れ
ま
で
に
組
合
間
連
携
を
実
施
し
た
こ
と
が

な
い
組
合
に
対
す
る
課
題
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

れ
ば
「
連
携
相
手
と
出
会
う
場
・
機
会
が
な
い
」

が
一
九.

〇
％
で
最
も
多
く
、「
連
携
に
取
り
組
む

時
間
が
な
い
」（
一
〇.

七
％
）、「
リ
ー
ダ
ー
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
不
足
」（
九.

七
％
）
が
続
い

て
い
る
。
連
携
相
手
先
を
見
つ
け
や
す
い
機
会
を

ど
の
よ
う
に
設
け
る
の
か
、
事
業
の
調
整
役
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、「
成
果
が
期
待
で
き
な
い
」（
九.

三
％
）

と
す
る
回
答
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
、
組
合
間

連
携
の
効
果
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

（
5
）組
合
間
連
携
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

〈
前
提
〉
対
等
の
立
場
の
確
認

連
携
事
業
の
成
否
は
、
関
係
団
体
間
の
協
力
体

制
の
構
築
に
掛
っ
て
い
る
。
協
力
体
制
は
、
各
関

係
団
体
が
対
等
な
立
場
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
。
こ
の
関
係
は
、
事
業
開
始
か
ら
、
終
わ
り
ま

で
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
あ
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性

組
合
間
連
携
に
お
い
て
は
、
関
係
団
体
間
の
業

務
分
担
や
成
果
の
配
分
、
さ
ら
に
は
、
自
ら
の
組

織
内
の
調
整
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
業
務
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
と
な
る
。
例
え
ば

積
極
的
に
連
携
事
業
を
け
ん
引
し
、
組
合
間
の
利

害
調
整
な
ど
に
も
決
断
を
下
せ
る
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
連
携
事
業
を
成
功

に
導
く
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
お
い
て
は
、

連
携
事
業
の
目
的
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
が
欠
か

せ
な
い
。
設
立
目
的
が
異
な
る
団
体
同
士
が
、
連

携
し
て
事
業
を
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
固

有
の
考
え
方
や
解
釈
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
違

い
を
埋
め
、
事
業
を
同
一
の
ベ
ク
ト
ル
に
動
か
し

て
い
く
に
は
、
事
業
の
ゴ
ー
ル
と
な
る
目
的
を
共

有
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
お
互
い
に
負
担
に
な
ら
な
い
連
携
か
ら
始
め
る

全
く
知
ら
な
い
組
合
と
、
い
き
な
り
大
規
模
の

連
携
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
、
互
い
の
特
性
を
知

ら
な
い
だ
け
に
、
不
安
も
多
く
、
実
際
に
事
業
を

進
め
て
も
期
待
通
り
の
成
果
が
得
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
ま
た
、
各
組
合
と
も
、
連
携
事
業
が
主

体
で
は
な
く
、
も
と
も
と
メ
イ
ン
と
な
る
業
務
が

日
常
行
わ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
経
営
資
源
を
投

入
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
連

携
事
業
を
始
め
る
に
は
、
小
さ
な
規
模
の
事
業
か

ら
開
始
し
、
実
績
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
大
規
模

な
事
業
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

最
初
は
、手
軽
な
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加
し
て
、

互
い
の
事
業
の
進
め
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
な

ど
を
知
る
こ
と
も
一
法
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
連
携
事
業
を
進
め
て
い
く
に
は
、
既
存

の
取
引
先
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
売
上

拡
大
を
図
る
に
は
、
販
売
先
を
増
や
す
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
が
、
既
存
の
取
引
先
に
と
っ
て
は
、
競

争
相
手
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
と
な
る
。こ
う
し
た
関
係
を
再
構
築
し
て
ま
で
、

新
規
取
引
先
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
互

い
の
負
担
と
な
る
。
既
存
取
引
先
の
範
囲
外
の
新

製
品
の
取
扱
い
や
、
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
な
ど
か

ら
着
手
す
る
こ
と
も
、
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

重
要
な
点
で
あ
る
。

③
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
姿
勢

連
携
事
業
の
目
的
は
、
相
互
の
団
体
の
売
上
拡

大
や
利
益
拡
大
に
あ
る
が
、
付
帯
的
に
、
事
業
に

関
わ
っ
た
人
材
の
育
成
、
知
名
度
の
向
上
等
目
に

見
え
な
い
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
前
述
し
た
、
組
合
と
地
域
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
を
与
え
る
組
合
間
連
携
で
も
触
れ
た
が
、

連
携
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
は
組
織
の
活
性
化
等

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
要
因
を
与
え
る
。

短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
欠
か
せ
な
い
が
、
長
期

的
な
果
実
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ
と

は
、
関
係
者
間
の
利
害
が
衝
突
し
調
整
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、選
択
の
幅
が
拡
大
し
、

事
業
の
成
功
確
率
が
高
ま
る
。
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ここまでさまざまな角度から組合間連携について述べてきました。
具体的な連携事例については、11月8日開催の中小企業団体静岡県大会の中で紹介いたします。
今大会はテーマを「ビジネスXへの挑戦！～商工業・サービス業によるものづくり連携のすすめ～」とし、
新たな販路・受注先の開拓や新分野への事業展開など中小企業の経営課題に対し、企業間連携、組合間連携
という切り口から解決策を探る提言を行います。

■日 時　平成25年11月8日（金）　13時30分～15時45分
■会 場　しずぎんホール「ユーフォニア」（静岡銀行呉服町支店ビル・アゴラ静岡8F）

プログラム
13：30　開　会

〈基調講演〉「ビジネスXへの挑戦！　～東レのビジネスモデル・イノベーション～」
☆東レ株式会社　（講師：顧問／元専務取締役 斉藤典彦 氏）
「地道に続ける」東レのDNAが生んだ炭素繊維事業。ユニクロとの戦略的連携によるヒット作「ヒー
トテック」。国内と海外でのモノづくりの両立（グローバル事業の拡大）。地球環境や資源問題解決
に貢献（グリーンイノベーション事業の拡大）。先端素材で世界のトップ企業を目指す東レのダイ
ナミックな経営戦略についてご講演頂きます。

〈先進事例発表〉　「企業間連携 & 組合間連携」先進事例
☆協同組合HAMING（浜松市）　（発表者：理事長 橋本秀比呂 氏）
輸送用機器製造業者などモノづくり企業が各々培ってきた技術力、開発力を結集し、成長分野であ
る医療器具・介護機器の研究開発や共同受注に挑戦し始めている事例。
☆秩父観光土産品協同組合（埼玉県秩父市）　（発表者：専務理事 井上研史 氏）
紅葉の名所・観光地「秩父」地域の複数の組織が連携し、秩父山地で育成する楓の樹液を活用して、
森林と林業の再生、観光物産開発、地域活性化を図ろうという新たな取組み事例。

15：45　閉　会

※「X（エックス）」とは業種や企業等の掛け合わせを意味しています。

ビジネスXへの挑戦！
第59回 中小企業団体静岡県大会

～商工業・サービス業によるものづくり連携のすすめ～

■お申込み・お問合せ先　静岡県中小企業団体中央会 経営支援課　静岡市葵区追手町44番地の1
　　　　　　　　　　　　TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
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インタビューインタビューインタビュー
商工中金静岡支店は、店舗建て替え工事に伴い、平成24年７月から仮店舗にて営業してまいりまし

たが、平成25年10月15日（火）より新店舗にて営業を開始いたしますのでお知らせいたします。

新店舗は「免震構造」を採用し、大規模な地震が発生した場合でもご来店されているお客さまの安
全を確保する体制を整えております。

また、お客さま駐車場にはお体がご不自由な方の専用駐車スペース１台を併設するほか、ご来店い
ただいたお客さまにくつろいでいただけますよう、ご相談カウンターや待合ロビーはゆったりとした
スペースとしております。

仮店舗での営業期間中はお客さまにご不便をおかけいたしましたが、快適で機能的な新店舗に皆さ
まをお迎えできるよう準備を進めてまいりました。新店舗となりました静岡支店をどうぞよろしくお
願いいたします。

記

【新店舗概要・位置略図・新店舗完成イメージ図】
仮店舗 新店舗

所 在 地 静岡市葵区追手町1-6
日本生命静岡ビル4階

静岡市葵区追手町6-3
（仮店舗移転前と同じ場所（静岡中央署の隣）です。）

電 話 番 号 054-254-4131（代表）（移転後も変更ございません。）

移 転 日 — 平成25年10月15日（火）

「商工中金静岡支店」の移転について
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インタビューインタビューインタビュー

―
い
よ
い
よ
一
〇
月
一
五
日
に
静
岡
支
店
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
新
店
舗
の
特
徴
は
？

榑
松
　
建
て
替
え
工
事
は
順
調
。
予
定
通
り

オ
ー
プ
ン
で
き
そ
う
で
す
。

新
店
舗
は
一
階
が
駐
車
場
で
二
・
三
階
が

営
業
所
に
な
り
ま
す
。
外
観
は
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
。
中
は
お
客
様
に
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
楽
し
み
に
ご
来
店
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

構
造
上
の
特
徴
と
い
え
ば
、
商
工
中
金

一
〇
〇
店
舗
の
中
で
初
の
免
震
構
造
と
し
た

点
で
す
。
お
客
様
の
安
全
や
危
機
対
応
業
務

へ
の
備
え
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

―
危
機
対
応
業
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

榑
松
　
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
に
ス
タ
ー

ト
し
た
災
害
や
経
済
・
金
融
秩
序
の
混
乱
等

の
危
機
時
に
対
応
す
る
融
資
業
務
で
す
。

こ
の
業
務
は
大
き
く
分
け
て
、
東
日
本
大

震
災
で
直
接
・
間
接
的
に
影
響
を
う
け
た
方

と
、
円
高
・
デ
フ
レ
等
の
影
響
に
よ
り
売
上

等
が
減
少
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。
三
月
に
金
融
円
滑
化
法
が
終

了
し
た
影
響
も
あ
り
、
お
客
様
か
ら
最
も
支

持
さ
れ
て
い
る
融
資
の
一
つ
で
す
。

―
支
店
長
の
考
え
る
商
工
中
金
の
融
資
姿
勢

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

榑
松
　
当
金
庫
は
昭
和
一
一
年
に
設
立
さ
れ

た
当
初
か
ら
、
目
先
の
対
応
で
は
な
く
、
長

い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
担
当
者
や
支
店
長
の
交
替
に
よ
っ

て
急
に
融
資
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
も
、
融
資

の
回
収
を
最
優
先
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
の
先
達
が
こ
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
を
築
き
あ
げ
て
、
お
客
様
か
ら
も

安
心
し
て
取
引
が
で
き
る
と
の
信
頼
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。当
支
店
で
は
こ
れ
に
加
え
、

情
報
提
供
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会

の
提
供
、事
業
承
継
や
海
外
展
開
支
援
な
ど
、

よ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、
一
層
お
客
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
支
店
長
が
バ
ン
カ
ー
と
し
て
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
は
？

榑
松
　
昔
話
で
す
が
、
規
模
の
大
き
な
お
取

引
先
に
大
口
融
資
を
実
施
し
た
一
か
月
後
、

倒
産
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
直

面
し
ま
し
て
・
・
・
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

万
が
一
の
場
合
、
支
店
に
与
え
る
影
響
も
か

な
り
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

そ
の
日
か
ら
毎
日
、
業
務
終
了
後
に
取
引

先
に
出
向
き
、
資
金
繰
り
の
支
援
を
深
夜
ま

で
行
い
ま
し
た
。
休
日
も
返
上
し
て
二
か
月

間
。
後
に
応
援
体
制
が
整
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
の
間
は
大
変
で
し
た
。
印
象
に
残
る

と
い
う
よ
り
か
は
中
金
人
生
で
一
番
仕
事
を

し
た
出
来
事
で
し
ょ
う
か
。（
笑
）
今
振
り
返

る
と
我
な
が
ら
良
く
や
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
三
〇
代
の
営
業
担
当
者
時
代
で

す
ね
。
直
接
お
客
様
に
様
々
な
融
資
を
提
案

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
企
業
の
成
長

と
日
本
経
済
の
成
長
を
実
感
で
き
て
い
た
頃

で
、
銀
行
員
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

た
時
代
。
お
客
様
の
成
長
が
我
々
バ
ン
カ
ー

を
育
て
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

株式会社商工組合中央金庫 静岡支店
榑松俊孝 支店長

長期的な視点から
中小企業の
持続的成長を支援

組合活性化情報
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中央会封筒の裏面に広告を掲載しませんか！

■広告掲載する封筒の種類と掲載場所

■規格・広告掲載料

※掲載料に版下作成費は含みません。
　版下原稿は、広告主様のご負担にて完全原稿でご提出いただくこととなります。

■お申込み・お問い合わせ等
所定の申込用紙にてお申し込みいただくこととなりますので、まずは、下記までご連絡ください。
掲載要領や申込用紙などをお送りします。

◎静岡県中小企業団体中央会　総務課（TEL：054-254-1511）

項　　目 中央会封筒

1枠サイズ

印　刷　色

掲　載　料

掲載期間

「中小企業静岡」発送用封筒

120mm（縦）×110mm（横）

１色（濃紺）※封筒は淡いブルー １色（紺・特色）※封筒はサーモンピンク

１枠につき60,000円（税込） １枠につき50,000円（税込）

1年間（4月1日～翌年3月31日）

中央会では、平成26年度に使用する封筒の裏面を活用した組合や企業等の広告を募集します。
封筒は、文書発送時や会議開催時に使用され、組合関係者のみならず、企業、行政機関、金融機関等の
手元に届きます。この機会に是非ご活用ください！！

①中央会封筒の裏面
　封筒サイズ：332mm（縦）×240mm（横）
A4サイズの書類が入る大きさ。発送時、会議開催時に使用

②「中小企業静岡」発送用封筒の裏面　
　封筒サイズ：311mm（縦）×228mm（横）
毎月発行される「中小企業静岡」等の発送用として使用

110mm（縦）×100mm（横）
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＊経営者プランについてのお問い合わせ等は下記へ
静岡県協同振興株式会社

静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690

中央会がお勧めする経営者プラン
静岡県中小企業団体中央会では、新たに経営者プランを導入しました。
加入促進対象：組合役員及び組合員事業所の経営者・役員
組合の役員や事業所の経営者・役員の皆様の万一の保障と、役員退職慰労金の準備をする４つの
生命保険です。

保険の種類と特徴

（1）	終身医療保険 在任中と退任後の入院保障の備えと役員退職慰労金の準備
	 ①医療保険です。
	 ②掛金は全額損金計上できます。
	 ③入院給付金は事業所への支払が可能です。
	 ④終身払い型加入の場合は、加入期間に応じ解約返戻金を支給します。
	 ⑤65歳、70歳払込満了型加入の場合は、解約返戻金はありません。
	 ⑥	役員退任時に、保険名義を退任役員様名義に変更することにより、保障を退職金として

現物支給できます。

（2）	低払いもどし金型定期保険 役員退職慰労金の準備
	 ①死亡保険と積立がセット。
	 ②髙い返戻率で解約金が支給されます。
	 ③掛金の半額が損金計上できます。
	 ④満期解約時に、一時金だけでなく年金での受け取りを選択できます。

（3）	就業不能プラン 経営リスク低減
	 ①	経営者・役員が突然に就業不能の状態になった時に、保険金により経営リスクを低減	

します。
	 ②一定条件で掛金が全額損金計上可能です。
	 ③加入年数に応じ解約返戻金があります。

（4）	役員退職慰労金プラン （医療保険＋死亡保険）
	 ①役員退職慰労金として、金銭でなくこの保険を名義変更し現物支給することができます。
	 ②保険の権利をそのまま退職金として継続することができます。
	 ③名義変更した場合に、その名義人には課税されません。
	 ④	この役員退職慰労金プランは、終身医療保険と死亡保険をプラスした保険です。

目的別に上記４つの保険から選択いただき、それぞれ単独あるいは組合せでご加入いただけます。
４つの保険いずれかにご加入されますと、アクサ生命保険㈱のメディカルアシスタントサービ
スとメンタルサポートサービスを無料でご利用いただけます。

13 中小企業静岡 2013.10

25年10月号_本文.indd   13 13/09/27   11:18



九
月
四
日
、
当
組
合
（
杉
山 

孝
俊 

理
事
長
）
は
、
広
島
県
で
四
月
一
九
日

か
ら
五
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
第
二
六

回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
の
終
了
報
告

会
・
褒
賞
伝
達
式
を
、静
岡
市
葵
区
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
し
た
。
杉
山
理
事

長
よ
り
同
博
覧
会
の
終
了
報
告
と
と
も

に
名
誉
総
裁
賞
な
ど
に
輝
い
た
県
内
関

係
者
を
表
彰
し
た
。

全
国
菓
子
大
博
覧
会
は
、
明
治
時
代

か
ら
約
一
〇
〇
年
近
く
続
い
て
お
り
、

お
菓
子
の
祭
典
と
し
て
四
年
に
一
度
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

杉
山
孝
俊
理
事
長
は
、「
今
年
は
、
広

島
で
行
わ
れ
、
来
場
者
が
延
べ
八
〇
万

人
を
超
え
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

み
せ
、
今
回
県
内
の
組
合
員
七
四
社
、

一
一
二
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
組
合
員
が
、
名
誉
総
裁
賞
を
は
じ

め
、
多
く
の
賞
を
受
賞
。
こ
の
”和
菓

子
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
“
と
も
呼
ば
れ
る

大
博
覧
会
で
の
受
賞
は
、
最
高
の
栄
誉

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
を
磨
き
お
客

様
に
喜
ば
れ
る
お
菓
子
づ
く
り
に
ま
い

進
し
ま
す
」
と
話
す
。

県
内
組
合
員
の
主
な
褒
賞
受
賞
者
　

〈
名
誉
総
裁
賞
〉

（
技
術
部
門
） 有
限
会
社
菓
亭
わ
か
つ
き

商
品
名 

「
き
ん
つ
ば
」

（
芸
術
部
門
） 土
井
製
菓
株
式
会
社

商
品
名 

「
富
士
の
白
雪
カ
ス
タ
ー
ド
」

〈
農
林
水
産
大
臣
賞
〉

馬
場
製
菓
合
名
会
社

商
品
名 

「
元
祖
緑
茶
カ
テ
キ
ン
の
ど
飴
」

〈
中
小
企
業
庁
長
官
賞
〉

株
式
会
社
ロ
リ
エ
常
盤
家

商
品
名 

「
常
盤
葉
」

有
限
会
社
常
盤
木
羊
羹
店

商
品
名 

「
赤
白
二
龍
」

デ
ル
と
し
て
設
定
。
出
席
者
四
七
人
が
、

九
組
に
わ
か
れ
て
自
由
討
議
を
行
っ
た
。

経
営
上
の
リ
ス
ク
と
対
応
策
、
優
先

順
位
、
実
施
期
間
な
ど
を
討
議
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
が
考
え
方
を
発
表
し
た
。

商
業
組
合
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会
八

木
孝
雄
専
務
理
事
は
、「
今
回
の
研
修

会
で
組
合
員
の
中
か
ら
B
C
P
を
三
年

以
内
に
策
定
し
、
乗
務
員
と
の
信
頼
関

係
を
強
化
し
た
い
と
い
っ
た
意
見
も
で

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
経
営
環
境
の

急
激
な
変
化
、
リ
ス
ク
を
想
定
し
、
緊

急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な

準
備
、
計
画
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

九
月
四
日
、
商
業
組
合
静
岡
県
タ
ク

シ
ー
協
会
（
三
澤 

賢
治
理
事
長
）
は
、

静
岡
市
葵
区
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
タ
ク

シ
ー
会
社
の
事
業
継
続
計
画
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
＝

B
C
P
）
策
定
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。
静
岡
県
B
C
P
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
同
組
合
の
高
橋
義
久
理
事

長
と
庄
司
正
樹
氏
が
、
タ
ク
シ
ー
会
社

の
事
業
継
続
計
画
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

行
っ
た
。

研
修
会
の
一
部
で
は
B
C
P
計
画
を

策
定
し
成
功
し
た
実
例
で
、
宮
城
県
廃

棄
物
処
理
業
の
会
社
を
取
り
上
げ
て
説

明
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
会
社
が
緊
急

時
の
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
、
策
定
に

着
手
。
東
日
本
大
震
災
発
生
前
に
完
成

し
、
震
災
以
後
こ
の
会
社
が
、
計
画
通

り
に
実
行
で
き
た
こ
と
で
、
現
在
は
県

内
同
業
二
社
の
需
要
を
取
り
込
み
震
災

前
よ
り
売
上
が
上
回
っ
て
い
る
状
況
を

解
説
し
た
。

同
二
部
で
は
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
と
し
て
保
有

三
〇
台
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
架
空
の
モ

第
二
六
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会

終
了
報
告
会
・
褒
賞
伝
達
式

静
岡
県
菓
子
工
業
組
合

タ
ク
シ
ー
会
社
の

事
業
継
続
計
画
︵
B
C
P
︶
研
修
会

商
業
組
合
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会

▲全国菓子博覧会の褒賞受賞者と来賓及び組合関係者

▲組合員がグループに分かれ事例研修を行う
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九
月
一
七
日
、
静
岡
県
中
央
会
は
、

県
職
員
協
会
、
県
中
小
企
業
組
合
士
会

と
の
共
催
事
業
と
し
て
「
平
成
二
五
年

度
組
合
事
務
局
代
表
者
会
議
」
を
静
岡

市
葵
区
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
し
、

当
日
は
一
〇
〇
余
名
の
関
係
者
が
出
席

し
た
。

研
修
会
の
第
一
部
で
は
理
事
、
組
合

事
務
局
長
を
対
象
に
「
組
合
員
ニ
ー
ズ

を
上
手
に
く
み
上
げ
る
組
合
運
営
の
コ

ツ
」
を
テ
ー
マ
に
中
小
企
業
診
断
士
の

清
水
透
氏
が
講
演
。「
活
性
化
し
て
い

る
組
合
に
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
つ
人
は
多
い
が
、
独
善
的
に
は

進
め
て
い
な
い
。
組
合
関
係
者
の
意
見

を
じ
っ
く
り
聞
い
て
進
め
て
い
る
。
ま

た
今
後
の
組
合
の
役
割
は
、
社
会
的
課

題
の
解
決
と
企
業
利
益
の
創
出
を
図
る

こ
と
が
大
事
」
と
話
す
。

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
「
組

合
員
の
七
割
を
満
足
さ
せ
る
方
法
」「
組

合
内
で
の
情
報
伝
達
方
法
」
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
清
水
氏
よ
り
こ
れ
ら
の
質

問
を
講
義
の
中
で
回
答
し
た
。

同
第
二
部
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
組
合
の
共
同
購
入
事
業
に
つ
い
て
、

建
設
、
運
送
関
連
の
組
合
の
理
事
、
事

務
局
長
な
ど
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

組
合
の
現
状
や
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
者
は

組
合
運
営
の
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

「
組
合
事
務
局
代
表
者
会
議
」
を
開
催

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
職
員
協
会
／
静
岡
県
中
小
企
業
組
合
士
会

▲組合運営活性化について話す清水講師

▲活発な意見交換が行われた

掛
川
市
の
原
田
地
区
で
手
作
り
み
そ

や
万
能
た
れ
の
製
造
販
売
を
行
う
、
そ

こ
が
み
そ
原
田
㈽
は
九
月
二
一
日
、
み

そ
作
り
の
体
験
教
室
を
開
催
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
多
く
の
人
に
み
そ
作

り
を
経
験
し
て
も
ら
お
う
と
組
合
が
企

画
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
月
一
回
開

催
し
て
い
る
。
当
日
は
多
く
の
参
加
者

で
賑
わ
っ
た
。

講
師
を
務
め
た
山
本
理
事
は
、「
自

分
で
作
っ
た
み
そ
を
お
土
産
で
持
ち
帰

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み

な
が
ら
作
業
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
そ
を
熟
成
さ
せ
る
の
に
七
〜
八
カ

月
か
か
り
ま
す
が
、
完
成
し
た
と
き
の

喜
び
は
手
作
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ひ

と
し
お
で
す
。
一
度
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

当
組
合
の
み
そ
作
り
は
、
地
元
で
生

産
さ
れ
た
大
豆
を
使
用
し
、
昔
な
が
ら

の
へ
っ
つ
い
（
か
ま
ど
）
で
じ
っ
く
り

と
煮
込
ん
で
仕
上
げ
る
の
が
特
徴
。
主

に
掛
川
市
内
の
農
産
品
販
売
所
や
道
の

駅
な
ど
で
販
売
さ
れ
評
判
も
良
い
。

山
本
理
事
は
今
後
に
つ
い
て
、「
み

そ
の
味
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
来
年
度
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
手
掛
け
て
い
き
た

い
。
こ
こ
に
来
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い

地
場
産
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
は
一
一
月
に
芋
汁
の
試
作
販
売
を
行

う
予
定
」
と
語
る
。

手
作
り
み
そ
体
験
教
室
を
開
催そ

こ
が
み
そ
原
田
企
業
組
合

▲みそ作りを教える山本理事（左）▲みそ作り体験教室の様子
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（平成25年8月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・		状況は良くもなく、停滞気味。（水産食料品加工）
・		加工現場は上半期の操業を中止している。10月より再開
する。（水産食料品加工）

・		駆け込みの受注があり、売上げが増加。しかし原材料等の
値上がりにより、採算が取れていない。円安により、輸出
環境が少し良くなっているため、今後に期待をしている。
（織物染色）
・		昨今の景気回復傾向と消費動向の改善による需要の活性
化は、依然として当業界にまで波及しておらず、厳しい経
営状況が続いている。（木材・木製品）

・		稼働率の低下と安値指向が高まっている。また製品の小
型化が一段と増している。（木材・木製品）

・		再生紙メーカーの原料である古紙が値上がりをし、電気
等のエネルギー関係の価格上昇と合わせて大きなコスト
増になっている。採算に合うような価格転嫁をしていか
ざるを得ない状況になっている。（パルプ・紙・紙加工品）

・		アベノミクスによる影響は見られない。（印刷）
・		一部地域において売上高の増加が見られるも、公共工事
発注による一時的な現象で、収益状況、資金繰り等の好転
には直結しておらず、全体的な傾向は不変となっている。
（骨材）
・		消費税アップ前の駆け込みで、前年対比145％の出荷増。
後半は国土強靭化政策により、今年度の受注は確保でき
た。（セメント・同製品）

・		見積依頼件数は多少増加傾向にあるが、海外向けがほと
んどであり、短納期による受入態勢不足や現地出張費用
増等によるコスト割れから、成約に至らないケースが目
立ち稼働率低下の要因となっている。（生産用機械器具）

・		猛暑でエアコン、冷蔵庫の需要が大幅に増加した。８月
いっぱい生産ラインはフル稼働が見込まれる。（電気機械
器具）

・		自動車用部品関連の企業において春以降、少しずつ生産
は持ち直し前年８月並みまで回復。ただし、10月以降は
決算反動で落ち込む見通し。（輸送用機械器具）

・		県西部地区の７つの主要企業の売上高の回復が横ばいの
状態が続いており、下請け企業も同様な状況。よって、ア
ベノミクスの相乗効果はあまり期待ができない。（輸送用
機械器具）

・		組合員全体的に景気上昇機運が感じられない。ただし、前
月同様に一部業者では仕事量は確保している者も見受け
られる。他者とは違った差別化技術を持っている業者は、
何とかやっていけている現状。（漆器）
■非製造業
・		８月としては夏季休暇の影響もあり、公共工事・民間工事
ともに少なく、前年を下回る結果となった。（セメント卸）

・		前年同月に比べ猛暑のため、鉢物は極めて厳しい状況で
あった。切花については前年並みを維持した。全体とし
て、前年同月をやや下回る傾向だった。（花き卸）

・		猛暑でエアコンが好調。しかし９月にかけ、やや減少する
ものと思われる。９月以降はLED照明シーリングライト
器具に期待している。全国でもキャンペーンを実施する
方向。高齢者に対し、安心安全点検訪問事業の計画を検討
している。秋の商戦に弾みをつけたい。（家電小売）

・		８月も猛暑が続き、例年並みにエアコンが売れまずまず
の状況。しかし扇風機の売れ行きは伸びず、季節家電の仕

入数量予測の難しさを感じる。
	 	一方で月末には暖房器具も入荷し、冬物家電販売の準備
が始まった。一部報道では今年の冬は寒くなる、と予想さ
れているので期待をし、冬期商戦の準備を進める。（家電
小売）

・		猛暑が長引き、高齢者の多い商店街は来店者の大幅な減
少となり売上もダウンし、厳しい１ヶ月となった。消費税
アップが話題になっているが１年先送りをして、広い範
囲で景気動向を確認するなど十分検討して欲しい。（商店
街）

・		月中旬に開催したイベント「夜店市」は３日間天候に恵ま
れ、例年にない賑わいを見せた。月初めに開催したキッズ
イベントには、平日の参加が予想を下回ったが地元模型
メーカー、タミヤとのコラボで開催ができた。（商店街）

	 	今後は９月20日〜10月31日まで「街ゼミ」を開催。その準
備に、忙しい１ヶ月だった。

・		特に大きな変化はなかったが、客単価が久々に前年並み
となり、少しずつ消費が回復してくれればと思っている。
（商店街）
・		宅地分譲は、資金力、知名度のある不動産業者の１人勝
ち。ミニ開発は、廉価な建売住宅を販売するパワービル
ダー５社に集中。地元の業者は仕事量が激減。値下げ幅も
増大している。

・		前年同月比で宿泊客数は増加しているが、客単価が下
がっている。（不動産取引）

・		案件は着実に増えているようだが、技術者不足が定常化し
ている模様。消費増税によるシステムの大きな変更はない
ものの、移行措置（例えば、月中の締め処理と月末の締め処
理の問題等）の対応の準備の動きが出ているが、最終決定
がなされておらずユーザーサイドも様子見。今後、決定後
に作業が集中する恐れも考えられる。（情報サービス）

・		昨年の景状も良かったわけではないが、現状は特に大き
な変化は見られない。（ビルメンテナンス）

・		技術者不足で盆休みも返上で作業する事業所もあった。
組合では見積作成の際、労務単価の適切な契約によって
現場の技能労働者の賃金水準の確保に努めるよう指導し
ている。震災を契機に建設業界への入職者が減少し、この
先業界が成り立たないのでは？という不安を払拭した
い。そのためにも、現場で働く労働者の福利厚生等就労環
境を改善し、待遇改善の必要性を訴えていきたい。

	 	青年部が中心となって、各地区で開催されるイベントに
参加する。（総合工事）

・		特別大きな変化はないが、10月頃に消費税アップに伴う
駆け込み発注が増えるのではないか、と予想される。（総
合工事）

・		建築資材の値上がり、大工など熟練技能者（職人）不足が
顕著となっている。（総合工事）

・		消費税値上げを見越して仕事量が増加するとの思いも
あったが、組合員全体から見ると量的には、まだまだ少な
いのが現状である。（設備工事）

・		９月に開催される「住まい博」に出展し、PRを図る。（職
別工事）

・		猛暑の影響で夏物商品の荷動きは活発で、昨年並みの忙
しさ。しかし荷動き全体としては、昨年より若干低調だっ
た。（道路貨物運送）

・		８月の盆休暇取得企業もあったが、輸送自体は大幅な減
少が見られなかった。しかし燃料高騰で、経費が膨らんで
いる状態である。（道路貨物運送）
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

○８月の前年同月比のDI値は、「取引条件」「資金繰り」「雇用人員」「業界の景況」の４項目が改善。
　�製造業は、前月との比較で「売上高」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「雇用人員」「業界の景況」の
６項目にて改善した。
　非製造業は、前月との比較で「取引条件」「資金繰り」「雇用人員」「業界の景況」の４項目において改善した。
○�中小企業の景況は、消費税増税を見据えた住宅の駆け込み需要により関連業種が改善を牽引。また猛暑によ
るエアコン需要拡大で電気機器製造、家電販売が好調を維持。ただし、季節的な要因から秋以降は減少傾
向が見込まれる。依然として原油や電気、資材価格の上昇から、収益面の苦労について多数報告された。政
策面の影響にも左右されることから、今後の景況推移には十分注視する必要がある。

概　況

「取引条件」「資金繰り」「雇用人員」「業界の景況」の4項目にて改善
～消費増税前と猛暑による回復。各業種、原油価格等の上昇によるコストアップ～

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.08 －19.6 －9.8 －4.6 －5.7 －28.7 －8.0 －23.1 －8.1 －13.8 

DI値

H25.07 －13.8 －23.0 －2.3 －9.2 －27.6 －15.0 －12.8 －11.5 －24.2

H25.7→H25.8 －5.8↓ 13.2↑ －2.3↓ 3.5↑ －1.1↓ 7.0↑ －10.3↓ 3.4↑ 10.4↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

-90.0

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H16.9.1 H17.9.1 H18.9.1 H19.9.1 H20.9.1 H21.9.1 H22.9.1 H23.9.1 H24.9.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）
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中小企業向け制度融資
「少子化対策・障害者雇用支援貸付」のご案内

障害者を雇用する際に低利で融資を受けることができます！
障害者雇用のための環境整備や働きやすい職場

づくりに利用できます。下記の申込窓口で受け付
けておりますのでご利用ください。

融資対象者

県内で、原則として1年以上継続して同一事業を
営んでいる中小企業者（個人事業主、会社）及び
組合で、下記のいずれかに該当するもの。
・新たに障害者を常用雇用するもの
・障害者雇用率が2.0％超えているもの
・�一般事業主行動計画を策定し、静岡県労働局
長に届出をしたもの
・�静岡県次世代育成支援企業に認証されたもの
（こうのとりカンパニー）

資 金 使 途

・�障害者の常用雇用に必要な運転資金、設備資
金
・�一般事業主行動計画の実施に必要な運転資
金、設備資金
・�こうのとりカンパニーの通常事業に必要な運
転資金、設備資金

融 資 限 度 7,000万円

融 資 利 率 年1.6％【固定】

保 証 料 率 県信用保証協会の保証を利用する場合は、年0.3
〜1.3％（普通保証）（有担保の場合は0.1％割引）

融 資 期 間 10年以内（据置期間：1年以内）

申 込 窓 口
取扱金融機関、商工会議所、商工会、（公財）静岡
県産業振興財団、静岡県商工金融課、静岡県中
小企業団体中央会

ホームページ
http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-540/seido/shou_000.html

※こうのとりカンパニーとは
仕事と家庭の両立を図るための職場環境づくり

や男女共同参画社会づくり等に積極的に取り組ん
でいる企業として、県に認証された中小企業者・
組合です。

●お問い合せ
静岡県経済産業部
商工業局 商工金融課 制度資金班
TEL：054-221-2513　FAX：054-221-2349
E-mail：shokokin-yu@pref.shizuoka.lg.jp

〜海外の事業展開にご活用ください〜
静岡県の海外駐在員事務所のご案内

中国（上海）、韓国（ソウル）にある海外駐在員
事務所に加え、新たに台湾（台北）へ事務所を開
設しました。

また、独立行政法人日本貿易振興機構内に設置
していた東南アジア駐在員事務所は、県単独の事
務所として移転開設しました。
●台湾駐在員事務所
所 在 地 10485台北市中山區南京東路二段137號13樓

（聨邦商業大樓）
体　 制 県職員（所長）1名／現地職員2名
所　 長 宮崎�悌三（みやざき�ていぞう）

連 絡 先
TE L：+886-2-2508-1515
FAX：+886-2-2503-5303
Mail：shizuoka.tw@gmail.com

所管地域 台湾全土

●東南アジア駐在員事務所
所 在 地 6�Eu�Tong�Sen�Street,#12-16

The�Central,�Singapore�059817
体 制 県職員（所長）1名／現地職員2名
所 長 長谷川�卓（はせがわ�たく）

連 絡 先
TE L：+65-6221-0432
FAX：+65-6221-0477
Mail：Fujinokuni@shizuoka-sea.com

所管地域 東南アジア、南アジア、オセアニア

●お問い合せ　静岡県企画広報部 地域外交課
TEL：054-221-2505（台湾）
TEL：054-221-3254（東南アジア）

〜東京ミッドタウンで今年もやります〜
静岡県伝統工芸品の常設展！「ふじのくに静岡店」

東京ミッドタウンにある、洗練されたメイド・
イン・ジャパン製品を取り扱うセレクトショップ

『THE COVER NIPPON（ジカバーニッポン）』で、
本県の伝統工芸品を展示・販売します。
●期　　間　７月１日（月）〜平成26年３月31日（月）
●開催場所　THE COVER NIPPON
　（東京都港区六本木 東京ミッドタウン ガレリア３階）
●出 展 品　７工芸品、約100点
　 駿河竹千筋細工、駿河漆器、賎機焼、駿河塗下駄、

駿河和染、森山焼、静岡挽物
●お問い合せ

静岡県経済産業部 商工業局 地域産業局 地域産業班
TEL：054-273-4433　FAX：054-221-5002
E-mail：chiikisangyo@pref.sizuoka.lg.jp
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省エネ機器導入を支援する補助金を
御案内します

静岡県では、中小企業等の皆様を対象に、高効
率照明や高効率空調機などの省エネ機器の導入を
支援する補助制度を、今年の４月から実施してい
ます。

申請は12月27日（金）まで受け付けていますので、
是非本補助金制度をご活用ください。

《温室効果ガス削減対策事業費補助金の概要》
補 助 の
対 象 者

・国、地方公共団体及び大会社を除く法人
・直近の決算書において、債務超過でないこと

補助対象
と な る
事 業

次の要件を全て満たすもの
・�エコアクション21又はISO14001の認証を取
得している静岡県内の事業所で実施する事業�
・�設備の更新・改修により温室効果ガス排出量
の削減が見込まれる事業
　（�例：ヒートポンプ式空調機、LED照明、イン
バータ制御の導入等）�

・�国、市町その他の団体による全部又は一部の
補助を受けていない事業�
・平成26年2月末までに完了する事業�

補助対象
経 費 ・設計費、機械装置等購入費、工事費

補 助 率 ・補助対象経費の10分の1以内

補助金額 ・下限20万円、上限100万円�

受付期間
・申請受付：平成25年12月27日（金曜日）まで
　（�ただし、申請額の合計が予算額に達した時点
で終了します）�

●詳しくは静岡県のホームページをご覧下さい。
http://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-030/
earth/hozyokin/hozyokinshinsei.html

●お問い合せ
静岡県 くらし・環境部
環境局 環境政策課地球環境班
TEL：054-221-3781

あなたに寄り添う“ロッキーカレッジ”

働くみんなの幸せを応援する、公益財団法人静
岡県労働者福祉基金協会（ライフサポートセンター
しずおか事業部）がお贈りする、ロッキーカレッジ
公開講座。

 支える人のケア
心に悩みを抱えた方や病気、障がい、高齢の方

などを「そばで支えている」あなた。悩みを抱え
すぎないためのアドバイスと音楽鑑賞で日頃の疲
れを癒しませんか？

（講演）あなたがまいってしまわないために
　　　　静岡県立静岡がんセンター
　　　　腫瘍精神科部長　松本　晃明　
（音楽鑑賞）♪♪生演奏で癒しの時間♪♪
稲木良光とロイヤルジャパンアンサンブル

●日　時　12月７日（土）13時〜15時30分
●場　所　 静岡市葵区黒金町５-１ 静岡県勤労者総

合会館３階　ALWFロッキーセンター
●参加費　無　　料

〈ロッキーカレッジ講座の仲間たち〉
講　座 参加費 開催日 会場

今からはじめる
老い支度 500円 10／ 26 静岡

脳いきいき
講座 無料

11／ 17 浜松
11／ 24 熱海
12／� 8 磐田

Facebook�de�
仲間づくり 無料 11／� 8 静岡

●ライフサポートセンター【暮らし何でも相談】
各地域に相談ダイヤルをご用意しています。

●お問い合せ
公益財団法人静岡県労働者福祉基金協会
ライフサポートセンターしずおか事業部
孕石 和己・望月 里奈　（平日9：00〜17：00）
TEL：054-272-5430　FAX：054-272-0014
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静岡県就業支援局からのお知らせ

セミナー & 事例研究会 [無料]
企業の成長は女性が握る！〜事例から学ぶ人材活用と実践的意識改革〜
女性社員の潜在的能力を活かし業績をあげた事例や、制度運用面での工夫、管理職や女性社員の意
識改革の成功事例を紹介しながら、各社の取組を考えるセミナー及び事例研究会です。
◆対象：中小企業経営者、人事労務担当者、女性活躍推進担当者
◆定員：25名　　　　　◆会場：静岡県教育会館
◆プログラム：各回とも　1.パネルディスカッション　2.意見交換会　3.交流会

Vol.1　11／20（水）13：30〜16：30
　実践的ダイバーシティ
　「女性パワーを活かして業績アップ〜事例研究会〜」

男性業界での女性戦力化、女性視点での商品･
サービスの成功事例など、事例と課題を紹介し、
各社のケースに照らし合わせディスカッション

Vol.2　1／15（水）13：30〜16：30
　育児休職者のマインドアップと復帰後の戦力化
　〜管理職･育休取得者のホンネトーク〜

育休制度を利用した女性社員と復帰後の受入れ
部署の管理職をパネラーに迎え、ブランクの不
安や戦力とするための工夫を紹介し、意見交換

Vol.3　2／26（水）13：30〜16：30
　管理職の一言が女性社員のモチベーションを変える！
　〜成果を出す管理職とは〜

女性特有の思考なども紹介しながら、女性能力
を発揮させる言葉かけ、部下の意欲を上げる（下
げる）事例紹介とワークの実践講座

あなたの “好き” を応援します
〜テクノカレッジ若年者コース入校生募集のお知らせ〜

県立技術専門校（愛称 “テクノカレッジ”）は、静岡県が設置する公共職業能力開発施設です。
おおむね30歳以下の方を対象にした若年者コースでは、平成26年度入校生を募集（第2期・一般）
します。高い就職率（例年ほぼ100％）、資格の取得、安い授業料（年間118,800円）、充実の設備
など、魅力あふれるテクノカレッジへの入校をお待ちしています！！

募集校 科　　名 定員 訓練
期間

募集期間
（第2期・一般） 選考日 検定料

沼　津 機械技術、電子技術
情報技術

各科
20名

2年 10月28日（月）
〜11月14日（木） 11月22日（金）

2,200円清　水 機械技術、電気技術
設備技術 2年 11月11日（月）

〜11月29日（金） 12月  6日（金）

浜　松 機械技術、建築 1年 10月28日（月）
〜11月15日（金） 11月22日（金）

●応募資格  おおむね30歳以下で、技術技能を身につけて就職する意欲のある方
●応募手続き　平成26年3月高校卒業見込の方：在学校経由またはテクノカレッジ
  それ以外の方：住所地を管轄するハローワーク

【お問い合わせ先】
沼津テクノカレッジ	 TEL：055-925-1071	 FAX：055-925-1115	 HP	http://www.numazu-vtc.ac.jp
清水テクノカレッジ	 TEL：054-345-2032	 FAX：054-345-2921	 HP	http://www.shimizu-tc.ac.jp
浜松テクノカレッジ	 TEL：053-462-5602	 FAX：053-462-5604	 HP	http://www.hamamatsu-tech.ac.jp

静岡県委託事業

〈お申込み・お問合せ〉
株式会社るるキャリア	 ■TEL　054-252-8820　■Mail　info@uruoiplus.jp
	 ■HP　http://www.uruoiplus.jp/training.html

働く女子大学 検索
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静岡労働局からのお知らせ

平成25年度静岡県最低賃金が改正されました

（効力発生日）
 平成25年10月12日

（改正額）　
　　時間額　749円

静岡県内の事業場で働くすべての労働者に適用される
地域別最低賃金である「静岡県最低賃金」は、静岡地方
最低賃金審議会の改正答申どおり決定し、静岡労働局長
は、平成25年9月12日付け官報に公示し、平成25年度の
静岡県最低賃金について、右のとおり改正決定しました。

Q　「地域別最低賃金」とは？
　地域別最低賃金は、産業や職種にかかわりなく、パー
トタイマー・アルバイト・臨時・嘱託などの名称にかか
わらず、働くすべての労働者とその使用者に対して都道
府県ごとに一律に定められ、適用されるものです。

　この「地域別最低賃金」のほか、静岡県内の特定の産
業には「特定（産業別）最低賃金」が定められています
のでご注意ください。
　詳しくは、静岡労働局ホームページ（下記URL）をご
参照ください。

Q　派遣労働者の最低賃金は？
　派遣労働者についても、派遣元の事業場の所在地にか
かわらず、派遣先の事業場の所在地の都道府県の（地域
別または産業別）最低賃金が適用されます。

Q　最低賃金の対象となる賃金は？
　労働者に支払われる賃金のうち、最低賃金の比較の対
象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金に限られ
ます。
　具体的には、基本給と諸手当のうち、精皆勤手当、通
勤手当、家族手当を除いたものです。
　また、時間外等の割増賃金や賞与も含まれません。

※ 詳しくは、静岡労働局ホームページ（賃金室）をご覧ください。
http://shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/roudoukyoku/roudou/chingin.html

【お問い合わせ先】　労働基準部 賃金室　TEL：054-254-6315まで
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組
合
が
一
括
で
請
け
、
組
合
員
に
割
り

当
て
る
配
宿
事
業
を
行
い
、
組
合
中
心

事
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
で
は
、
宿
泊
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
向
け
に
、
新
た
な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
を
県
内
大
学
関
係
者
と
と
も
に

行
っ
て
き
た
。
選
手
指
導
者
か
ら
の
食

事
に
関
す
る
要
望
に
応
え
る
た
め
、
各

組
合
員
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
る
方
針
だ
。
基
準

献
立
は
、
三
食
を
組
み
合
わ
せ
る
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
で
手
軽
で
簡
単
に
調
理
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
茶
飯
や
お
で
ん
な

ど
地
元
の
特
徴
を
生
か
し
た
素
材
を
使

用
し
て
い
る
。

久
保
田
隆
理
事
長
は
「
指
導
者
や
選

手
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
提
供
が
で
き

れ
ば
集
客
の
向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。静
岡
ら
し
さ
を
だ
す
た
め
、

静
岡
お
で
ん
、み
か
ん
、茶
飯
、桜
え
び
、

シ
ラ
ス
な
ど
の
地
域
資
源
を
使
っ
て
、

食
育
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
数
年
前
か
ら
学
校
関
係
者
と
の
間

で
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

栄
養
補
給
の
重
要
性
、
体
力
向
上
と
食

事
の
関
係
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、

当
組
合
の
前
身
は
、
大
正
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
。
静
岡
駅
前
旅
館
一
〇
数
件

に
よ
り
大
正
一
〇
年
に
静
岡
旅
館
組
合

と
し
て
発
足
。
昭
和
二
六
年
に
静
岡
観

光
旅
館
協
同
組
合
と
し
て
設
立
し
た
。

昭
和
四
七
年
「
静
岡
市
旅
館
組
合
」
に

名
称
変
更
し
、
平
成
三
年
に
現
在
の
静

岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
に
改
め
た
。

組
合
員
の
施
設
は
、
大
別
し
て
ホ
テ

ル
と
旅
館
の
二
つ
で
、前
者
は
二
六
軒
、

後
者
は
一
八
軒
で
稼
働
し
て
い
る
。

組
合
で
は
、
組
合
員
各
社
の
状
況
を

勘
案
し
つ
つ
「
街
が
活
気
に
あ
ふ
れ
人

を
集
ま
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
宿
泊

関
連
産
業
の
活
気
に
つ
な
が
る
」
を
基

本
方
針
に
掲
げ
て
い
る
。

誘
客
に
向
け
た
需
要
掘
り
起
こ
し
を

図
る
た
め
、
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

大
会
、
イ
ベ
ン
ト
は
年
間
一
五
回
以

上
実
施
し
、
高
校
生
を
中
心
に
全
国
か

ら
年
間
約
一
五
，〇
〇
〇
人
を
超
え
る

サ
ッ
カ
ー
や
軟
式
野
球
、
水
泳
な
ど
の

競
技
選
手
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
選
手
、
チ
ー
ム
関
係
者
の
宿
泊
を

有
効
な
食
事
の
組
み
合
わ
せ
を
実
践
例

を
交
え
企
画
し
、
情
報
提
供
の
一
環
と

し
て
D
V
D
を
今
年
三
月
作
成
。
宿
泊

団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
無
料
で
お
渡
し
し

て
お
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

組
合
で
は
、
静
岡
の
地
域
資
源
で
あ

る
史
跡
、歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
発
掘
・

研
究
を
重
ね
、
観
光
客
に
対
す
る
誘
客

サ
ー
ビ
ス
強
化
の
た
め
組
合
員
の
人
材

育
成
を
行
っ
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
二
二
年
に
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
久
能
山
東
照
宮
の
表
参

道
の
石
段
調
査
の
実
施
や
東
照
宮
の
由

▲大会の企画・誘致を計画する久保田理事長

地
域
と
関
わ
り
を
深
め
街
の

活
性
化
を
図
る

宿
泊
し
た
団
体
関
係
者
に
必
要
な
栄
養
知

識
と
料
理
の
実
践
例
を
D
V
D
で
提
供

静
岡
の
地
元
魅
力
の
見
直
し
と

人
材
育
成

▲スポーツ選手向けの新たな料理メニューを開発する組合員
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 静岡市葵区紺屋町4-10
理事長／久保田隆
組合員／44人

設　立／昭和26年9月20日
T E L ／054-253-1165

静
岡
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

静
岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
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来
や
建
立
の
経
緯
、
境
内
の
特
徴
や
駿

府
城
公
園
に
係
る
歴
史
の
特
徴
や
今
後

の
施
設
計
画
に
つ
い
て
宮
司
な
ど
か
ら

直
接
講
義
を
受
け
て
き
た
。
静
岡
市
内

に
長
く
住
む
組
合
員
も
研
修
に
よ
り
初

め
て
知
る
こ
と
が
多
く
、
様
々
な
う
ん

ち
く
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
実

際
に
こ
の
事
業
の
お
か
げ
で
、
リ
ピ
ー

ト
す
る
宿
泊
者
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
と
い
う
。

ま
た
、
組
合
で
は
災
害
時
の
行
動
な

ど
を
、
事
前
に
検
討
し
把
握
す
る
災
害

図
上
訓
練
（
D
I
G
）
を
昨
年
七
月
に

組
合
員
を
対
象
に
、
静
岡
市
の
県
地
震

防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

久
保
田
理
事
長
が
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
な
ど
静
岡
市
と
地
震
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
対
し

て
、
私
た
ち
は
災
害
対
応
訓
練
を
組
合

で
定
期
的
に
毎
年
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
組
合
員
が
、
お
互
い
に
災
害

時
の
支
障
な
ど
を
事
前
に
地
図
を
囲
ん

で
話
し
合
い
検
討
し
ま
し
た
。
防
災
訓

練
と
し
て
実
施
さ
れ
て
ま
す
が
、
万
が

一
の
と
き
に
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
す
。

今
年
は
、
六
月
に
富
士
山
が
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
静
岡
県

内
は
観
光
が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

「
日
光
東
照
宮
と
富
士
山
と
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
久
能
山
東
照
宮
の
位
置
関

係
は
、
直
線
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
家

康
は
、
久
能
山
か
ら
不
死
の
魂
（
不
死

の
道
）
を
持
っ
て
日
光
に
至
る
よ
う
に

と
考
え
た
よ
う
で
す
。
歴
史
的
な
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
作
り
、
日
本
に
平
和

な
時
代
を
築
い
た
世
界
的
な
偉
人
で
あ

る
徳
川
家
康
公
の
顕
彰
四
百
年
祭
が
平

成
二
七
年
度
に
静
岡
市
を
中
心
に
実
施

さ
れ
ま
す
。組
合
で
も
運
営
に
関
わ
り
、

静
岡
市
民
が
地
元
に
誇
り
を
感
じ
見
つ

め
直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
向
上

と
組
合
・
業
界
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」

と
久
保
田
理
事
長
は
話
す
。

▶ 

当
組
合
と
清
水
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
で
富
士
宮
の
世
界

文
化
遺
産
を
視
察
す
る

県
内
観
光
遺
産
が
注
目
さ
れ
て

い
る

監査権限限定組合の監事が理事
会に出席した場合、議事録への署
名又は記名押印義務は課されま
すか？

Q

定款の規定により会計監査に限定された監事には、理事会への出席義務が課
されませんが、理事会議事録への出席監事の署名又は記名押印義務の規定に
は、業務監査権限の有無についての区分がないので、理事会に出席した場合
には、署名又は記名押印義務を負います。

A

組合運営組合運営
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静岡県中小企業団体中央会
業務管理課
伴野 未果

自
己
紹
介

は
じ
め
ま
し
て
、
伴
野
未
果
で
す
。

八
月
一
日
に
試
用
職
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
簡
単
に
自
己
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
五
年
一
〇
月
生
ま
れ
で
も
う
す
ぐ
二
〇
歳
。
静
岡
生
ま
れ
静

岡
育
ち
で
兄
が
二
人
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
い
つ
も
兄
の
あ
と
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
外
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
男
の
子
み
た
い

な
女
の
子
で
し
た
。
小
二
か
ら
高
三
ま
で
一
〇
年
間
バ
ス
ケ
を
し
て

き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
自
動
車
学
校
の
受
付
業
務
に
就
い
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
の
部
活
の
顧
問
と
再
会
し
中
央
会
か
ら
求
人

が
き
て
い
る
、と
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
が
入
社
の
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

先
輩
方
の
よ
う
に
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
組
合
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

9月の上旬、IOCが第32回夏季オリンピックを
東京で開催することを決定した。当地での開催は
56年ぶりとなる。当時の様子は写真や記録でし
か見たことはないが、新幹線開通や競技場の建
設などインフラ整備で日本国内は活気に満ちてい
たようである。
さて今回、大がかりなインフラの整備は望めな
いのかも知れないが、長引く不景気にあった我が
国に希望をもたらすことだと思う。

個人的な考えで恐縮だが、景気の上げ下げの
一つの要因には消費者の気持ちもあるのではな
かろうかと思う。誰でもリストラ、倒産、就職難
などと聞き続ければ、無意識に財布の “ひも” を
締める。
東京オリンピック開催決定が一つのきっかけと

なり、少し “ひも” が緩めばと思う。
かく言う当方は、緩めても使う中身がないの
だが。 （増田）

読者プラザ
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